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43種が知られているが、L pnell■lopllttaが起炎菌の 80-90%を 占めている。河川、土壌などの
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タンクなどに生息する。
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〔病態〕
-     2つ の臨床型をとる。

① ポンティアック熱 Poitiac fever

インフルエンザ様の感冒症状を■し、肺炎像はみられない.予後は良好。

② レジオネラ肺炎 (在郷軍人病 :Legionmが res'disease)

2-10日 の潜伏期。悪寒、全身俗怠感、綸i熱が先行し、乾性咳嗽、胸痛、呼吸llNi難 を伴うc臨

床所見として他の感染症との区別は困難3ただ消化器症状 (腹痛、水様 F痢、嘔吐)が 20-50%

にみ為れる3
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〔治療〕  ‐1 ‐. . 、                      、

本菌は、マクロファージなどの細胞内で増殖するため、細胞内移行性に優れた共斉1を用いる。

第 1選択薬はニューキノロン系注射薬 (pasu■o運cll,clpronoxaan)で ぁり、重症例で|まさらにマ

クロライド系注射薬 (cは由rmvcin)、 リファンピシンを投与する.llnipcnclllは 感受性とでるが、
実際には有効でない口
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